	様式２
	受付番号
	


「平成28年度 離島特産品等マーケティング支援事業」に係る

提案書

※ご提出の際は、青文字の注釈を削除して下さい。　※文字サイズは、10.5ポイント以上として下さい。
※各項目の枠の大きさは、必要に応じて調整して下さい。
	地域連携企業体名
	

	テーマ名
	


１．地域連携企業体の構成員および支援対象となる商品・サービスとその特徴
※必要に応じて、行を追加して下さい。
	1
	構成員の名称
	
	商品規格
	

	
	支援対象となる商品・サービス
の名称
	
	卸価格
	

	
	
	
	販売価格
	

	
	商品・サービスの特徴やセールスポイント
	

	2
	構成員の名称
	
	商品規格
	

	
	支援対象となる商品・サービス
の名称
	
	卸価格
	

	
	
	
	販売価格
	

	
	商品・サービスの特徴やセールスポイント
	

	3
	構成員の名称
	
	商品規格
	

	
	支援対象となる商品・サービス
の名称
	
	卸価格
	

	
	
	
	販売価格
	

	
	商品・サービスの特徴やセールスポイント
	

	4
	構成員の名称
	
	商品規格
	

	
	支援対象となる商品・サービス
の名称
	
	卸価格
	

	
	
	
	販売価格
	

	
	商品・サービスの特徴やセールスポイント
	

	5
	構成員の名称
	
	商品規格
	

	
	支援対象となる商品・サービス
の名称
	
	卸価格
	

	
	
	
	販売価格
	

	
	商品・サービスの特徴やセールスポイント
	


	２．本提案の背景と目的

	※地域連携企業体を結成するきっかけとなった背景、提案内容に関連するこれまでの取り組みや実績、
および今回のエントリーの目的を記述して下さい。

	３．地域連携企業体が目指す最終ビジョン（ありたい姿）

	※支援対象となる商品・サービスを連携させた「離島ブランド」について、どのような市場の、どの
ようなお客さま（ターゲット）の、どのようなニーズに応えるようなブランドにしていきたいか等、
当該「離島ブランド」が目指す最終ビジョン（ありたい姿）として記述して下さい。

	４．支援対象となる商品・サービスを連携させた「離島ブランド」の魅力やブランド価値

	※支援対象となる商品・サービスを連携させることで、どのような魅力やブランド価値が生まれると
考えていますか？ターゲットのニーズに応えるための味や見た目、使用感などの機能的価値や、そ
れを享受することによってお客さまが感じる満足感や共感イメージなどの情緒的価値の両面から記

述して下さい。

	５．支援対象となる商品・サービスを連携させた「離島ブランド」が、ターゲット市場において「売れる」と考えている理由

	※上記の魅力やブランド価値が、ターゲット市場において「売れるブランド」となりうると考えてい
る理由は何ですか？ターゲット市場のニーズに適合している状況や、競合商品の有無とそれとの差
別化のポイントなどについて記述して下さい。

	６．支援対象となる商品・サービスを連携させた場合に見える課題と販売目標

	※支援対象となる商品・サービスのこれまでの実績等を踏まえた上で、対象となる商品・サービスを
連携させた「離島ブランド」の販売目標（どのような市場に、どのような販路で、どれくらいの規
模を目指すのかなど）を整理して下さい。
※上記の販売目標を達成し、先にあげるビジョンを実現していく上で「離島ブランド」として克服し
なければならないの活動方針と課題を整理して下さい。
※その上で、下段の具体的な成果目標を記述して下さい。

	◎地域連携企業体の取り組みと連動した支援対象となる商品・サービス個別の販売目標
※構成員の名称と対象商品の実績と目標を記入してください。

構成員の名称と商品名
直近1年間の実績
今年度の目標
取引先件数
件
件
出荷量
(販売個数)

年間売上額
円
円
取引先件数
件
件
出荷量
(販売個数)

年間売上額
円
円
取引先件数
件
件
出荷量
(販売個数)

年間売上額
円
円
取引先件数
件
件
出荷量
(販売個数)

年間売上額
円
円
取引先件数
件
件
出荷量
(販売個数)

年間売上額
円
円
◎事業者間での連携によるセット商品・サービス等を保有している場合の直近1年間の実績
※連携の実績がない場合、記入不要
直近1年間の実績
取引先件数
件
出荷量

年間売上額
円
◎地域連携企業体の取り組みと連動した支援対象となる商品・サービスの販売目標
今年度の目標
取引先件数
件
出荷量

年間売上額
円
７．今年度の本事業を通しての取り組み
※本事業での取り組み活動（マーケティング活動およびブランディング活動）について、どのような活動を展開するか等、具体的に記述して下さい。
◎地域連携企業体として取り組む課題克服に向けた活動

克服しなければならない課題

本事業での取り組み

1

2

3

4

5



	◎構成員が個別に取り組む課題克服に向けた活動
※地域連携企業体としての活動と連動して各構成員が個別に取り組む活動があれば、課題と活動内容

を記述して下さい。
構成員の名称

克服しなければならない課題

本事業での取り組み

1

2

3

4

5




	８．支援対象となる商品・サービスを連携させた「離島ブランド」のマーケティング・ミックス戦略

	[image: image1.emf]価格

マーケティング・コンセプト

製品

流通販売チャネル

プロモーション




	９．マーケティング活動やブランディング活動の推進にかかる体制

	◎体制図とその説明
※地域連携企業体内の体制と役割分担および、地域連携企業体以外の地域内の組織や支援機関等との連携のあり方や外部専門家の活用のあり方等が分かるよう、本事業での取り組みに関する全体像を記述して下さい。


	◎「地域連携企業体」の構成メンバー及び役割分担
※地域連携企業体としての活動に参画する各構成員のメンバーについて、主な役割と活動内容等について整理して下さい。
※本事業における地域連携企業体としての活動に参画するメンバー全員について記述して下さい。

構成員の名称

氏　　名

所属・役職

主な役割や活動内容等




・どのような市場をターゲットと考えているのか？


・顧客のどういったニーズを満たすのか？


・顧客に訴求する価値は何か？


・競合他社との差別化のポイントと、ターゲット市場におけるポジショニングは？

















・販売数量を伸ばすために、どのような販売促進活動を行うのか？


・広告・宣伝・パブリシティの活用方法はどうするのか？


・訴求するブランドイメージは？

















・提供する商品・サービスの価格設定は？


・競合するものに対して競争力のある価格か？


・十分採算も取れる価格か？




















・ターゲットとなる顧客のニーズを満たすために、商品・サービスの機能や品質、規格などをどのように考えているか？


・どの市場のどの顧客に対して、どんな商品・サービスを、どのように開発・製造するか？
































・どのような流通販売チャネルを通してどこで販売するのか？


・販売するきっかけをどうつくるのか？


・納期・リードダイムは？


・顧客から見た入手しやすさは？
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